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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］

April 2023

No.824

4

　

令
和
5
年
度
は
役
員
非
改
選
の
年
で
す
。
任

期
は
2
年
で
、
市
町
村
内
の
異
動
で
新
公
民
館

長
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
前
任
者
の
役
職
を
引

き
継
い
で
も
ら
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い

て
の
決
定
事
項
と
し
て
、
会
長
は
2
年
ご
と
に

下
越
↓
中
越
↓
上
越
↓
新
潟
市
の
順
で
選
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
は

　

令
和
2
・
3
年
度
下
越
地
区

　

令
和
4
・
5
年
度
中
越
地
区
（
今
年
度
会
長
）

　

令
和
6
・
7
年
度
上
越
地
区

　

令
和
8
・
9
年
度
新
潟
市

　

令
和
10
・
11
年
度
下
越
地
区

　

令
和
12
・
13
年
度
中
越
地
区
の
予
定
で
す
。

　

役
員
の
皆
様
か
ら
は
、
県
内
社
会
教
育
関
係

団
体
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

正
副
会
長
か
ら
は
、
新
潟
県
社
会
教
育
委
員
、

新
潟
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
新
潟
県
図
書

館
協
議
会
、
新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
、

新
潟
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
の
委
員
も

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
1
回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
5
月

19
日
㈮
に
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
計
画
や
予
算
等

に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。
協
議
の
内
容

に
つ
い
て
は
、6
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。（
五
井
）

◦
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員

　

編
集
長　

五
井
勇
二
（
事
務
局
長
）

　

編
集
委
員
は
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
1

名
、
上
越
地
区
1
名
、
中
越
地
区
2
名
、
下
越

地
区
1
名
、
新
潟
市
2
名
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

編
集
会
議
を
年
1
回
開
催
し
次
年
度
の
公
民

館
だ
よ
り
の
編
集
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　

今
年
度
も
市
町
村
公
民
館
館
長
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
（
※
は
新
任
）

　

会　

長　
　

久
保
田
千
昭　
（
小
千
谷
市
）　

　

副
会
長　
　

岩
野　

俊
彦　
（
上
越
市
）

　
　

〃　
　
　

渡
部　

和
人　
（
新
潟
市
）

　
　

〃　
　
　

佐
久
間
伸
一　
（
胎
内
市
）

　

理　

事　

※
山
本
喜
八
郎　
（
糸
魚
川
市
）

　
　

〃　
　
　

波
塚　

一
朗　
（
加
茂
市
）

　
　

〃　
　
　

福
井　
　

明　
（
田
上
町
）

　
　

〃　
　
　

井
浦　

智
明　
（
新
発
田
市
）

　
　

〃　
　
　

風
間　
　

章　
（
五
泉
市
）

　

監　

事　

※
窪
田　
　

守　
（
柏
崎
市
）

　
　

〃　
　
　

渡
邉　

隆
久　
（
関
川
町
）

　

評
議
員　

※
鴨
井　

敏
英　
（
妙
高
市
）

　
　

〃　
　
　

西
潟　

英
男　
（
南
魚
沼
市
）

　
　

〃　
　

※
青
柳　

洋
介　
（
魚
沼
市
）

　
　

〃　
　
　

樋
口　

具
範　
（
十
日
町
市
）

　
　

〃　
　
　

恋
塚　

忠
男　
（
三
条
市
）

　
　

〃　
　
　

渡
邉　

和
義　
（
見
附
市
）

　
　

〃　
　

※
丸
山　
　

篤　
（
燕
市
）

　
　

〃　
　
　

古
川　

健
一　
（
湯
沢
町
）

　
　

〃　
　
　

内
山　

純
一　
（
津
南
町
）

　
　

〃　
　
　

曽
根　

乗
知　
（
出
雲
崎
町
）

　
　

〃　
　
　

堀　
　

隆
行　
（
弥
彦
村
）

　
　

〃　
　
　

入
澤　

勇
太　
（
刈
羽
村
）

　
　

〃　
　
　

平
山　

祐
子　
（
村
上
市
）　

　
　

〃　
　

※
塚
野　

敏
之　
（
阿
賀
野
市
）

　
　

〃　
　
　

市
橋　

秀
紀　
（
佐
渡
市
）

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

伸
一　
（
聖
籠
町
）

　
　

〃　
　

※
石
川　

憲
明　
（
阿
賀
町
）

　
　

〃　
　

※
本
保　

克
己　
（
粟
島
浦
村
）

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

新
潟
県
公
民
館
連
合
会 

令
和
５
年
度
役
員
の
紹
介

令
和
５
年
度
役
員
の
紹
介
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対面（会場）
受講申込み

生涯学習推進のための研修会の紹介
～生涯学習推進センター関係～

特集

オンライン
受講申込み

No.824 令和5年4月25日

村
上
英
己
氏
（
公
益
社
団
法
人
全
国
公
民

館
連
合
会
事
務
局
次
長
）

《
講
義
・
演
習
》

「「
公
民
館
の
潜
在
力
を
発
掘
」
〜
ひ
と
・

ま
ち
・
公
民
館
が
大
好
き
〜
」

講
師
：
河
内
ひ
と
み
氏
（
広
島
県
大
竹
市

立
玖
波
公
民
館
）

【
第
4
回
】
10
月
12
日
㈭

◎
テ
ー
マ

『
次
世
代
を
担
う
若
者
の
社
会
教
育
へ
の
取

組
を
学
ぶ
』

《
講
義
》

「『
ま
ち
あ
そ
び
』
か
ら
発
見
と
学
び
を
得

る
高
校
生
と
ま
ち
の
人
た
ち
」

講
師
：
坂
内
未
央
氏
（
燕
市
役
所
企
画
財

政
部
地
域
振
興
課
）

《
講
義
・
演
習
》

「
若
者
の
力
を
活
か
し
て
地
域
の
課
題
解
決

／
活
性
化
を
加
速
す
る-

地
域
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割-

」

講
師
：
岩
井
俊
宗
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち

ぎ
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事
）

3
そ
の
他

　

全
て
の
回
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
し

ま
す
。
会
場
（
県
立

生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
）
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
込
み
が
で

き
ま
す
。

4
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５-

２
８
４-

６
１
１
０

令
和
5
年
度
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
研
修
講
座

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

1
趣
旨

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
趣
旨
や
取

組
等
に
つ
い
て
、
実
践
紹
介
や
情
報
交
換
を

通
し
て
学
び
合
い
、
制
度
の
周
知
と
理
解
を

深
め
、
導
入
市
町
村
・
学
校
の
取
組
の
一
層

の
充
実
と
未
導
入
市
町
村
・
学
校
の
導
入
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

2
講
義
と
演
習

【
第
1
回
】　

6
月
14
日
㈬

◎
テ
ー
マ

『
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
意
義
と
地

域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
』

《
講
義
》

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と
課

題
」

講
師
：
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー　

副
参
事

《
実
践
発
表
》

「
学
校
を
拠
点
に
し
た
地
域
総
掛
か
り
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出-

佐
渡
畑
野
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
育
む-

」

　

発
表
者
：
佐
渡
市
立
畑
野
小
学
校

【
第
2
回
】
7
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

◎
テ
ー
マ

『
地
域
人
材
や
地
域
資
源
を
学
校
の
教
育
活

令
和
5
年
度
基
礎
研
修
会

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

1
趣
旨

　

生
涯
学
習
基
盤
・
地
域
づ
く
り
の
拡
充
や

推
進
の
た
め
に
必
要
な
理
論
と
実
践
を
学

び
、
社
会
教
育
関
係
職
員
等
の
資
質
向
上
を

図
り
ま
す
。

2
講
義
と
演
習

【
第
1
回
】
5
月
18
日
㈭

◎
テ
ー
マ

『
社
会
教
育
関
係
職
員
と
し
て
の
心
構
え
を

学
ぶ
』

《
講
義
・
演
習
》

　
「
魅
力
あ
る
「
学
び
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

　

講
師
：
佐
藤
晴
雄
氏
（
帝
京
大
学
教
授
）

【
第
2
回
】
6
月
27
日
㈫

◎
テ
ー
マ

『
社
会
教
育
関
係
職
員
と
し
て
の
視
点
や
考

え
を
学
ぶ
』

《
講
義
・
演
習
》

「「
コ
ト
を
起
こ
す
チ
カ
ラ
、„
私
“か
ら
は

じ
め
る
」
〜
事
業
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
か
ら
共
創
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ま
で
〜
」

講
師
：
古
林
拓
也
氏
（
ふ
る
ば
や
し
ロ
ー

カ
ル
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
取
締
役
）

【
第
3
回
】
9
月
14
日
㈭

◎
テ
ー
マ

　
『
公
民
館
の
新
た
な
視
点
や
取
組
を
学
ぶ
』

《
講
義
》

「
公
民
館
っ
て
面
白
い
!?
公
民
館
の
魅
力
と

は
!?
〜
全
国
の
公
民
館
を
め
ぐ
っ
て
〜
」

講
師
：
わ
さ
び
ち
ゃ
ん
氏
（
公
民
館
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
）
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第１回～第３回
受講申込み

対面（会場）
受講申込み

オンライン
受講申込み

対面（会場）
受講申込み

オンライン
受講申込み新潟県立生涯学習推進センター

No.824 令和5年4月25日

3
そ
の
他

　

 　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

実
施
し
ま
す
。
会
場

（
県
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
）
に
お

越
し
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

 　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
込
み
が
で

き
ま
す
。

4
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５-

２
８
４-

６
１
１
０

令
和
5
年
度 

家
庭
教
育
支
援
者
養
成
研
修
会

家
庭
教
育
支
援
実
践
研
修
会 

同
時
開
催

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

1
趣
旨

　

 　

身
近
な
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
家
庭
教

育
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
講
座

等
で
講
師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
で
き

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

 　

地
域
で
家
庭
教
育
支
援
を
担
っ
て
い
る
文

部
科
学
省
登
録
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

2
講
義
と
演
習

◎
テ
ー
マ

　

 『
地
域
の
指
導
者
と
な
っ
て
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
ね
ら
い
ま
す
。』

【
第
1
回
】
6
月
23
日
㈮

《
講
義
・
演
習
》

　

 「
Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い
力
を
育
む 

〜
こ
と
ば
は

子
ど
も
の
み
ら
い
拓
く
〜
」

　

 

講
師
：
内
田 

伸
子 
氏
（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
・
環
太
平

洋
大
・
お
茶
の
水
女
子
大 

教
授
）

【
第
2
回
】 

7
月
28
日
㈮

　

 「
家
庭
教
育
支
援
に
活
用
で
き
る
面
接
ス
キ
ル
」

　

講
師
：
秋
山 

邦
久 

氏
（
常
磐
大 

教
授
）

【
第
3
回
】 

9
月
5
日
㈫

　

 「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
子
育
て
を
考
え
よ
う

　

〜
子
ど
も
と
ス
マ
ホ
、
大
人
と
ス
マ
ホ
」

3
そ
の
他

　

 　

全
て
の
回
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
し

ま
す
。
会
場
（
県
立

生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
）
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

 　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
込
み
が
で

き
ま
す
。

7
月
21
日
㈮
【
上
・
中
越
会
場
】
小
千
谷
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や｣

で
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
対
面
で
の
研
修

と
な
り
ま
す
。

　

 　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
込
み
が
で

き
ま
す
。

4
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５-

２
８
４-

６
１
１
０

令
和
5
年
度 

家
庭
教
育
支
援
基
本
研
修
会

市
町
村
家
庭
教
育
担
当
職
員
研
修
会 

同
時
開
催

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

1
趣
旨

　

 　

家
庭
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
理
論
や
技

法
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、
地
域
の
家
庭
教

育
を
支
援
す
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

　

 　

家
庭
環
境
の
多
様
化
や
地
域
社
会
の
変
化

に
よ
り
家
庭
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現

状
を
理
解
し
、
家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性
及

び
市
町
村
行
政
の
担
う
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
し
事
業
企
画
力
を
高
め
ま
す
。

2
講
義
と
演
習

【
日
時
】
5
月
22
日
㈪

◎
テ
ー
マ

　

 『
家
庭
教
育
支
援
を
担
当
す
る
皆
さ
ん
の
事

業
企
画
力
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。』

《
講
義
・
演
習
》

　

 「
対
人
支
援
に
お
け
る
基
本
的
姿
勢 

〜
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を
活
か
し
た
家
庭
教

育
支
援
〜
」

　

 

講
師
：
角
張 

慶
子 

氏（
新
潟
県
立
大 

准
教
授
）

動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能

の
習
得
を
図
る
』

《
講
義
・
演
習
》

　

 「
学
校
と
等
話
（
と
う
わ
）
を
核
に
、
教
員
・

子
ど
も
・
行
政
・
市
民
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
明
日
の
地
域
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

 

講
師
：
松
田 

道
雄 
氏
（
尚
絅
学
院
大
学　

教
授
）

【
第
3
回
】 

10
月
5
日
㈭

◎
テ
ー
マ

　

 『
こ
れ
か
ら
の
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協

働
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の

取
組
の
一
層
の
充
実
を
図
る
』

《
取
組
紹
介
》

　

 「
全
校
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
「
砂
丘
桃

Ｐ
Ｒ
作
戦
」」

　

 

発
表
者
：
刈
羽
村
学
校
運
営
協
議
会
／
刈
羽

村
地
域
学
校
協
働
本
部
／
刈
羽
村
立
刈
羽
小

学
校
／
刈
羽
村
立
刈
羽
中
学
校

《
取
組
紹
介
》

　

 「
地
域
と
と
も
に
創
る
学
校
行
事-

七
浦
地

域
と
七
浦
小
学
校
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
文

化
祭
の
取
組-

」

　

 

七
浦
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
／
七
浦
小
学

校
地
域
学
校
協
働
活
動
／
佐
渡
市
立
七
浦
小

学
校

《
講
演
》

　

 

講
師
を
文
部
科
学
省
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
で
現

在
調
整
中

3
そ
の
他

　

 　

第
1
回
と
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
実
施
し
ま
す
。

　

 　

第
2
回
に
つ
い
て
は
、
7
月
20
日
㈭
【
下

越
会
場
】
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
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は「
外
に
出
る
き
っ
か
け
が
で
き
た
」「
誰

か
と
比
べ
ず
に
好
き
な
も
の
を
作
る
こ

と
に
挑
戦
で
き
る
か
ら
、
作
っ
た
こ
と

が
な
い
も
の
を
作
る
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
」「
一
人
で
楽
し
ん
で
い
た

趣
味
を
誰
か
と
一
緒
に
楽
し
む
機
会
が

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
だ
け
で
な
く
、
人
と
接
し
て
楽
し

む
喜
び
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
„
教
室
で
は
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
“
で
あ
る
こ

と
を
大
切
に
、
み
ん
な
と
自
由
に
作
品

作
り
が
で
き
る
こ
の
環
境
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

く
ず
ま
き
メ
ン
バ
ー
一
同  

記
）

　

私
た
ち
の
活
動
は
教
室
ほ
ど
固
い
雰

囲
気
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
自

由
に
作
品

を
作
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
活
動

し
て
お
り
ま

す
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で

活
動
し
て
い

る
た
め
、
メ

ン
バ
ー
か
ら

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

く
ず
ま
き

（
見
附
市
）

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
く
ず
ま
き

は
手
芸
の
技
法
の
ひ
と
つ
„
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
“
を
通
じ
て
、
メ
ン
バ
ー
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
団

体
で
す
。

～今後の会議予定～
新潟県公民館連合会会計監査
　日時：令和5年5月10日㈬　13：30～
　会場：新潟市中央公民館302講座室

新潟県公民館連合会第1回理事会及び第1回評議員会
　日時：令和5年5月19日㈮
　　　　理事会 10：00～　  評議員会 13：30～
　会場：新潟市中央公民館
　　　　理事会 403講座室　 評議員会 403・404講座室

関東甲信越静公民館連絡協議会（関ブロ）第1回理事会
　日時：令和5年6月1日㈭
　会場：長野市
　内容：令和4年度事業報告・会計決算報告について
　　　　令和5年度事業計画・予算案について
　　　　 令和5年度全公連優良職員・永年勤続表彰の推薦

について

に
こ
ん
な
活
動
を
し
よ
う
と
思
う

が
ど
う
だ
ろ
う
と
、
公
民
館
主
事

に
相
談
す
る
よ
う
に
な
る
。

③
公
民
館
主
事
が
、
相
談
に
来
た
人

の
思
い
を
様
々
な
人
に
伝
え
、
そ

れ
ら
の
人
々
を
結
ん
で
い
く
。

④
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
学
び
た
い
と
い
う

声
が
出
て
き
た
ら
、
公
民
館
主
事

が
講
師
の
依
頼
な
ど
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
。

⑤
学
び
と
人
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、

様
々
な
活
動
が
生
ま
れ
、
地
域
に

浸
透
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
よ

う
に
、
公
民
館
の
雰
囲
気
づ
く
り

と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
公
民
館

職
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
6
年
11
月
に
、
関
東
甲
信
越

静
公
民
館
研
究
大
会
を
上
越
市
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

準
備
委
員
会
を
組
織
し
て
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
大

会
に
お
い
て
も
公
民
館
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
更
に
探
求
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
が
多
く
あ
る
な
ど
、
一
律
の

考
え
方
に
集
約
す
る
の
は
難
し
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
そ
れ

で
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
考
え
る
公
民
館
は
、
職
員
が

一
生
懸
命
に
事
業
を
企
画
し
、
参
加

し
た
人
数
に
一
喜
一
憂
し
て
終
わ

り
、
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
次
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
主
体
性
に
基
づ
い
て
活
用
さ
れ

て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
地
域
の
皆
さ
ん
が
特
に
用
事
が
な

く
て
も
気
軽
に
公
民
館
を
訪
れ
る

よ
う
に
な
る
。

②
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
た
め

　

上
越
市
立
中
央
公
民
館
長

岩
野　

俊
彦

　

上
越
市
で

は
、
28
の
地

区
公
民
館
を

設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
公

民
館
主
事
を
配
置
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
他
の
自
治
体
で
は
、
公
民
館

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
上
越
市
は
、
一
部
の
公
民

館
の
建
て
替
え
も
予
定
し
て
お
り
、

当
面
は
現
行
の
地
区
公
民
館
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
公
民
館
を
存
続
さ
せ
て
い

く
と
し
た
ら
、
市
と
し
て
公
民
館
の

役
割
を
明
確
に
し
、
公
民
館
運
営
委

員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
通
認
識
を

持
っ
て
公
民
館
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま

だ
役
割
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

専
門
家
が
論
述
し
た
も
の
を
拝
見

し
て
も
様
々
な
捉
え
方
が
あ
り
、
独

自
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
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終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
、
満
足
度
が
非
常

に
高
く
「
次
回
が
あ
っ
た
ら
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
方

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
「
〜
書
を
楽
し
む
〜
書
道

教
室
」
に
は
、
大
人
だ
け

で
は
な
く
中
学
生
も
参
加

し
、
普
段
な
か
な
か
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な

作
品
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
方
は
期
間

も
長
く
（
6
回
シ
リ
ー
ズ
）、

以
前
に
習
字
を
習
っ
た
こ

と
が
あ
る
、
も
し
く
は
現

在
習
っ
て
い
て
、
じ
っ
く

り
と
書
道
に
向
き
合
い
た

い
方
、
も
っ
と
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
方
向

け
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
書
に
向

き
合
い
、
己
を
研
ぎ
澄
ま

せ
な
が
ら
（
？
）
ぐ
ん
ぐ

ん
上
達
！
文
化
祭
で
出
そ

ろ
っ
た
作
品
は
ど
れ
も
力

作
ぞ
ろ
い
で
、
と
て
も
見

応
え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
村
で
は
特
色
の
あ
る
教
育
と
し
て
「
書
道
教
育
」

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
学
校
と
公
民
館
の
つ
な
が
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
事
業
を

今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
の
競
書
大
会
や
書
初
め
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
る
児
童
も
多
く
、
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル
で

「
い
つ
か
は
自
分
も
！
」
と
い
う
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
作
品
は
、
村
の
文
化
祭
で
も
展
示
さ
れ
、
そ
れ

も
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

書
道
教
育
の
一
環
と
し

て
、
公
民
館
で
は
、
大
人
向

け
の
書
道
教
室
に
つ
い
て
も

複
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
大
人
向
け

書
道
教
室
は
、
生
活
に
密
着

し
た
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
書

道
教
室
（
の
し
紙
編
）」「
暮

ら
し
に
役
立
つ
書
道
教
室

（
年
末
年
始
編
）」、
文
化
祭

出
品
を
目
標
に
楽
し
み
な
が

ら
作
品
作
り
を
行
う
「
〜
書

を
楽
し
む
〜
書
道
教
室
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
道

教
室
」
は
3
〜
4
回
シ
リ
ー

ズ
で
、
講
師
と
相
談
し
筆
ペ

ン
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
と
し

て
、
初
心
者
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
内
容
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
や
っ
て

み
た
か
っ
た
け
ど
敷
居
が
高

い
…
」
と
思
わ
れ
て
い
た
方

を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

関
川
村
で
は
、
特
色
あ
る
教
育
と
し
て
小
学
校
で
の
書
道
・

書
写
教
育
に
力
を
入
れ
、
小
学
校
低
学
年
で
毛
筆
を
使
っ
た

書
道
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
書
道
を

と
お
し
て
正
し
い
姿
勢
や
、
筆
の
持
ち
方
、
礼
節
や
集
中
し

て
や
り
通
す
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
を
受
け
公
民
館
で
は
、
授
業
を
通
し
て
書
道
に
興
味

を
持
ち
、
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
！
と
思
う
児
童
の
気
持
ち

に
応
え
る
場
と
し
て
、
放
課
後
に
小
学
校
の
教
室
を
お
借
り

し
て
「
子
ど
も
書
道
教
室
」
を
通
年
で
開
催
し
、
書
道
の
授

業
を
受
け
持
つ
講

師
と
同
じ
講
師
が

毎
週
指
導
に
当
た

る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
子
ど
も

書
道
教
室
」
は
、

例
年
、
定
員
を
上

回
る
ほ
ど
の
人
気

で
、
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
は
、
一

人
一
人
目
標
を
持

ち
一
生
懸
命
に
取

「
関
川
村
の
書
道
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

関
川
村
公
民
館
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合成紙シナップス使用
シナップスは100％PET基材の合成紙です。
高い耐水性、破れにくい強度、静電気防止特
性は、あらゆるシーンでご満足いただけます。

ファイルに直接
書き込み可能。
紙製なので、ファイルに直接
筆記具で書き込みが可能です。

紙製のため、簡単に取り組める「SDGs」
「脱プラ」として、イベントでの資料配付、
ノベルティとしてご活用いただけます。

印刷サービス

No.824 令和5年4月25日

3
月
中
旬
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
の
活
躍
・
優
勝
で

盛
り
上
が
り
、
下
旬
に
は
早
い
桜
の
開
花
の
話
題
で

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
新

潟
市
で
は
、
現
在
木
下
大
サ
ー
カ
ス
の
公
演
が
、
そ

し
て
5
月
の
連
休
に
は
ト
ミ
カ
博
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

案
内
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
各
市
町
村
の
公
民
館

に
送
っ
て
よ
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
公
民
館
連
合

会
に
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
が
人
の
集
ま
る
場
所
と

し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ど
う
、
ま
な
ぶ
、
む
す
ぶ
」
公
民
館
を
目
指
し
て
企
画

を
立
て
て
お
ら
れ
る
職
員
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
今
月
号
の
上
越
市
の
岩
野
館
長
が
執
筆
さ
れ
た
「
視
点
」

は
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
五
井
）

　

妙
高
市
公
民
館

　
（
妙
高
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

課
長
補
佐

小
林　

豊
さ
ん

　

妙
高
市
公
民
館
の
職
員

と
し
て
通
算
8
年
目
を
迎

え
る
小
林
豊
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
に
市
民
講
座
な
ど
を
運
営
す
る
生
涯
学
習
事
業
を
は

じ
め
、地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
市
民
活
動
推
進
事
業
、

文
化
芸
術
事
業
な
ど
幅
広
い
業
務
を
第
一
線
で
担
当
し

て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
も
、
現
場
へ
出
向
い
て
、
見
て
、

聴
い
て
、
市
民
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
す

こ
と
が
好
き
ら
し
く
、
出
会
う
人
す
べ
て
が
何
ら
か
の

点
で
師
で
あ
り
、
そ
の
人
か
ら
そ
の
点
を
学
ん
で
い
る

と
考
え
る
と
、
ど
ん
な
困
難
な
こ
と
で
も
感
謝
の
気
持

ち
と
充
実
感
が
湧
い
て
く
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
新
し
い
図
書
館
整
備
の
業
務
に
も

携
わ
り
、
図
書
館
に
集
う
人
同
士
が
つ
な
が
り
、
交
流

や
連
帯
が
生
ま
れ
、
新
た
な
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
公
民
館
の
よ
う
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
、日
々

奮
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
元
気
と
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん

な
で
楽
し
い
公
民
館
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
妙
高
市
公
民
館　

齊
木
直
樹
記
〕

第73回新潟県公民館大会開催日及び会場
変更のお知らせ
当初令和5年7月28日㈮に開催予定の公民館大会が、
8月30日㈬に変更になり、会場も変わります。現在
決まっている状況をお知らせします。
　日　　時：令和5年8月30日㈬
　　　　　　午前10：30～午後15：15
　会　　場：村上市民ふれあいセンター
　日　　程：午前…開会式・表彰式、講演　
　　　　　　午後…アトラクション、事例発表、
　　　　　　　　　閉会式
　講　　演：渡辺ひろみ氏
　　　　　　（NPO法人村上Ohanaネット代表、
　　　　　　 村上家庭教育支援チーム代表）
　事例発表：上越地区、中越地区、新潟市　各1名
　参 加 費：①資料代1,000円　②昼食代1,000円

令和5年度公民館だより執筆予定です。
よろしくお願いいたします。
◆公民館だより原稿執筆担当一覧（824号～829号）
　令和5年4月号～令和6年2月号

月　号 視　点 ひろば サークル 素顔拝見 実　践

R5年
 4月

※事務局
　で依頼 見附市 妙高市 関川村

 6月 三条市 五泉市 刈羽村 魚沼市

 8月 ※事務局
　で依頼 糸魚川市 粟島浦村 湯沢町

 10月 弥彦村 津南町 小千谷市 阿賀野市

 12月 ※事務局
　で依頼 燕市 村上市 田上町

R6年
 2月 柏崎市 新潟市 十日町市 新発田市

〔発行所〕新潟県公民館連合会　〔発行人〕会長  久保田千昭　〔編集人〕事務局長  五井勇二　〔Eメール〕ni-koren@juno.ocn.ne.jp
〒950-8602　新潟市中央区女池南３丁目１番２号　新潟県立生涯学習推進センター内　TEL・FAX（025）288-5571
印刷／有限会社東京プリント社 〒951-8141 新潟市中央区関新1-2471 TEL025-233-2211 FAX025-265-4858 【定価１部160円　〒共・年間960円】


